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g
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d

e

巴
t

ど
ロ

}

-

浩
小

(

F
O

n

計
ロ
)

一

-

ぎ

胃
.

[

-
.

e

d
.

-

雪
上

練

武

一

は

し

が

せ

こ

の

数
年
爽
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

諸
国
は

､

そ

れ

ぞ

れ
の

国
情
や

問
題
情
況
と

密
接
に

関
連
し

た
い

く
た

の

す
ぐ
れ

た

ウ
エ

ー

バ

ー

研
究
を

費
表
し

て

い

(

1
)

る

し
､

い

く
つ

か

の

も
の

は

ド

イ

ツ

語
辞
さ

れ

て

い

る
｡

本
書
が

注
意
を

び

く
の

は
､

イ

ギ

リ
ス

の

政
治
畢
者
の

手
に

な
る

ウ
エ

ー

バ

ー

研
究
で

あ

る

と
こ

ろ
か

ら
､

イ

ギ

リ
ス

に

お

け

る
一

般
的
問
題
関

心
の

あ
り

方
に

せ

ま

る
一

資
料
だ
か

ら
で

あ
る

｡

(

2
)

著
者
メ

イ

ヤ

ー

に

お

け

る

ウ
ェ

ー

バ

ー

研
究
を

支
え

る

も
の

は
､

ウ
ェ

ー
バ

ー

政
治
避

論
の

紹
介
と

検
討
と

を

通
じ

て
､

い

わ

ゆ

る

｢

ド

イ
ツ

問

遜

題
+

へ

の

導
き

の

糸
を

示
そ

う
と

す
る

意
囲
で

あ
る

｡

だ

か

ら

ウ
エ

ー

バ

指

-

の

政
治
論
を

紹
介
し

な

が

ら
､

ど

ん

な

意
味
を

政
治
理

論
が

彼
の

三
大

な

社
食
科
学
の

諸
領
域
に

ま

た
が

る

研
究
業
績
に

お
い

て

占
め

る
の

か
･

ま

た

｢

政
治
理

論
こ

そ

ウ
エ

ー
バ

ー

燈
系
の

中
核
で

あ

る
+

の

は

何
故
な

の

か
･

と
い

う
こ

と

を

そ

の

歴
史
的

管
見
と

個
人

的
事
情
と

の

融
合
の

う

ち

に

追
究
ん
て

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

思
粕
心

髄
系
の

持
つ

歴
史
的
性
棉
を

明
ら

か

に

し

よ

う
と
し

て

い

る
｡

逆
に

言
え

ば
､

草
間
的
作
業
た
る

ウ
エ

ー
バ

ー

研
究
と

現
在
の

算
段
的
課
題
た

る

｢

ド

イ

ツ

問
題
+

と
の

関
連
は

､

ド

イ

ツ
･

ブ

ル

ジ

ョ

ワ

ジ

ー

の

倦
統
と

矛
盾
と

を

そ
の

ま

ま

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

政

治
理

論
が

代
表
し
て

お

る

故
に

､

そ

の

自
由
主
義

･

民
主
々

義
的
要
素
に

も

か

か

わ

ら

ず
ナ

チ

ズ

ム

に

克
服
さ

れ

る

原

因
を

内
包
す
る

も
の

で

あ
っ

た

こ

と
の

分
析
か

ら
､

明
ら

か
に

さ

れ
る

の

で

あ

る
｡

し

た

が
っ

て
､

本
書
は

ド

イ
ツ

自
由
主
義
の

性
蒋

･

基
盤

･

矛
盾

･

曲

折
等
を

第
三

帝
国
へ

の

序
曲
と

し
て

か

え

り
み

る

も

の

で
､

こ

の

こ

と

を

介
し

て

｢

ド

イ

ツ

問
題
+

に
風

琴
盲
せ

ん
と

す
る

も

の

で

あ

る
｡

メ

イ

ヤ

ー

に

よ

れ

ば
､

お

ど

ろ

く
ほ

ど

強
烈
な

ウ
エ

ー
バ

ー

の

政
治
的

闇
心
と

認
識
と

が

学
問
的
賠
系
構
成
に

お

い

て
､

原
理
に

ま

で

高
め

ら

れ

て

い

る

こ

と

か

ら
､

そ
の

思
想
鮭
系
は

一

八

八

〇
年
か

ら
一

九
二

〇
年
ま

で

の

ド

イ

ツ

政
治
の

主

要
な

特
徴
を

完
全
に

反
映
さ

せ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

ビ

ス

マ

ル

ク

亡

き

あ

と

ド

イ

ツ

の

政
治
的
生

命
を

如
賓
に

反
映
さ

せ

て

い

る

思
想
家
は
マ

γ

ク
ス

･

ウ
ェ

ー

バ

ー

を

除
い

て

他
に

な

く
､

ま

た

全
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

的
展
望
か

ら

し
て

も

時
代
を

代
表
す
る

組
合
的
政
治
哲
畢

の

樹
立

と
い

う
鮎
で

偲

イ

ギ

リ

ス

の

ブ
レ

ア

ム

･

ウ
ォ

ー

ラ
ス

､

ア

ラ

ン



一

.､

∵
r

､

､

よ
(

3
)

ス

の

ジ
ョ

ル

ジ

ュ

･

ソ

レ

ル

と

共
に

｢

最
後
の

人
+

な
の

で

あ

る
｡

こ

う
し

た

著
者
の

狙
い

は

次
の

様
な

叙
述
の

構
成
と

な
っ

て

い

る
｡

本
書
の

成
立

事
情
を
の

ぺ

た

｢

序
文
+

で

は
､

著
者
が

一

九
三

四

年
以

.

爽
の

研
究
に

よ

る

も
の

で

あ
る

こ

と
､

一

九
四

〇
年
ド

イ

ツ

軍
の

ロ

ン

ド

ン

大
壷
襲
下
に

お
い

て

執
筆
し
た

ウ
ェ

ー

バ

ー

に

関
す
る

モ

ノ

グ

ラ
フ

ィ

(

1
)

が

あ
る

こ

と
､

そ

の

後
英

国
政
其
の

比

較
社
食
学
的
研
究
に

従
事
し
て

お

.
り

他
日

完
成
す
る

筈
の

｢

政

治
社
食
畢
+

の

著
作
に

先
立
つ

も

の

が

本

書

で

あ

る
こ

と
､

な

ど

を

知
ら
さ

れ

る
｡

ま

た

著
者
の

親

し

い

人

た

ち

に

R
･

Ⅱ
･

ト

ウ

ネ

イ

や
H

･

ラ
ス

キ

ー

が

あ

る
こ

と

も

記
さ

れ

て

い

る
｡

本
文
は

､

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

出
生

か

ら

フ

ラ

イ

ブ
ル

グ

大
草
就
任
ま
で

の

間
に

､

す
で

に

晩

年
の

政
治
哲
畢
の

は
っ

き

り

し

た

芽
生

え

が

あ

り
､

国

民
主
義
者
と
し

て

成
熟
し

た

政

治
思
想
を

も
つ

に

至
る

道

程
を

描
い

た

｢

修
業
時
代
+

(

一

六

1
三

七

ペ

ー

ジ
)

政

治
と

経
済
へ

の

関
心
の

た

か

ま

り

が

官
僚
制
と

資
本
主
義
と

の

関
連
を

み
つ

け
､

さ

ら
に

こ

の

関
連
の

問
題
的
性
格
を

え

ぐ
る

｢

普
遍
的
視
角
+

声

已

諾
誌
巴
a
∽

匂
e

C

t

の

獲
得
が

社
食
畢
の

構
想
に

餞
展
し

な
が

ら

も
､

マ

キ

ヤ

ヴ
ュ

リ

ズ
ム

が

依

然
信
奉

さ
れ

て

い

る

こ

と

を

述
べ

た
｢

経
済
学
か

ら

社
食
畢
へ

+

(

三

八

-
七

て
へ

ー

ジ
)

ウ
エ

ー

バ

ー

の

自
由
主
義

･

民

主
々

義
的
政
紆
思
想
す

な

わ

ち

イ

ガ

リ
ス

流
の

議
合
政
治
の

理

想
化
と

カ

リ
ス

マ

的
政
治
指
導
者
の

理

念

忙

も

と
づ

く
､

膏
勢
力
に

封
す
る

理

論
的
活
動
を

分
析
す
る

｢

世
界
大
戦

と

敗
北
+

(

七

二
･

-

九
二

ペ

ー

ジ
)

婦
和
合
議
の

全
権
と

な
っ

た

り
ワ

イ

胡

マ

ー

ル

憲
法
の

成
立
に

貢
献
し

た

賓
践
的
活
動
が

ド

イ

ツ

の

政
治
的
俸
銃

声

.
評

の

不

毛
性
に

う
た

か

た

と

な
る

事
情
の

｢

革
命
と

共
和
制
+

(

九
三

-
一

一

〇
ペ

ー

ジ
)

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

基
本
的
思
考
態
度

･

世
界
観

･

人

間

観

を

ま

と

め

た

｢

科
学

･

債
権

･

政
治
+

(

一

一

〇

…
一

一

入

ペ

ー

ジ
)

｢

結

語
+

と
い

う
組
立
て

で

あ

る
｡

さ

ら

に

巻
末
に

は
､

一

九
〇
九
年
の

社
食
政
策
草

食
に

お

け
る

討
論
演

(

5
)

説
の

英
詳

､

ト

ウ

ネ

イ
の

ウ
ェ

ー

バ

. -

批
判
が

収
め

ら

れ
､

一

八

八
二

-

一

九
二

五

年
ま

で

の

ド

イ

ツ

に

お
.
け
る

職
業
別
社
食
構
成
比

の

囲
表
お

よ

び

各
政
其
の

議
席
数
と

得
票
数
(

一

八

七
一

-
一

九
一

二

年
､

一

九
一

九

-
一

九
三

〇
年
)

も

付
録
さ

れ

て

い

る
｡

(

1
)

ド

イ

ツ

に

お

け
る

ウ

エ

ー

バ

ー

へ

の

関
心

や

併

発
水

準
の

高
さ

は

｢
2

聖
ト
ー

ヨ
ー

ー

賢

亡

ロ

P

訂
的
p

≡
賢
-

ロ

呂
p

桝

W
e

訂
記

H
e

ヨ
T

s

旨
巳
t

s

∽

O

N

ナ

已
O

g

訂

(

-

漂
N

)

の

著
者

l
･

W
-

n
O

訂
-

2
p

ロ

n

が

こ

W
-

ユ
∽

旨
P

空
亡

5
d

G
e

溜
-
-

∽

｡

訂
f
t

｡

に

｢

国

家

祀
食

草
+

を

紋
一

流
の

見

地

で

危

大

な

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

著
作
か

ら

編

成
し

な
お

す

試
み

に

よ
っ

て

付
加

し
､

｢

原

著
者
の

プ

ラ

ン

+

を

尊

重

し

た

第
四

販

を

編

集
し

た
こ

と
に

端

的
に

う
か

が

え

る
｡

(

こ

の

間
の

詳
細
は

算

四

版

序
文
お

よ

び

タ

F
対

当
e

b
e

記

O
p

宏

冒
∽

t

吋

2
ヨ
日

日
､

N
･

f
･

P

S
t

声
こ

○

小

巴
･

-

芸
)

■.
ま

た

さ

ら
に

､

P

H
e

n

旨
F
い

ロ
訂

]

巴
n

ビ
b
-

t

d
e

→

弓
-

笠
e

ロ

g
ビ

巳

邑
e

]

す
e

呂
P

粥

.
宅
e

訂
誌
(

-

漂
N
)

は
ウ

エ

ー

バ

ー

の

鮭

骨

畢
の

発
想

と

人

格
概
念
と

の

関
係
を

扱
っ

て

お

り
､

G
.

ど
ー

k

臥
払
"

ロ
訂
N

e

詔
t

賢
戸
口

叩

d
e

r

く
e

岩
戸
口

許
(

-

設
ひ
)

は

そ

の

一

節
で

ウ

エ

＼
ハ

ー

を

｢

帝
国
主

義

時

代
+

の

社

食

畢
者
と

し

て

そ

の

｢

非

合
理

主

義
+

的

性

格
を

批
判
す

る
｡

乃



′

h
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一

二

巧
∴

勇
ノ.

空

く
▲ゝ ㌔

-

蘇

静

叢

葬
三

十

八

巻

第
一

☆

フ

ラ

ン

ス

に

は

戸

A

岩
n
”

｢
P

岩
2 .

〇
-

○

巴
e

巴
】

e

臼
甲
ロ

み
O

a
一

日
t

e

m
p
O

邑
訂
-

N
･

芦
(
-

漂
○
〕

二
-

.

e

d

+
諾
ヱ

が

あ

る
｡

ド

イ
ツ

敢
骨

畢
の

二

大
･
潮

流

た
る

(

髄
系

的
敢

骨

畢
)

と
(

歴

史

的
社

食

畢
)

と
の

統
一

を
ウ

エ

ー

バ

ー

に

み

る

も
の

で
一

九
五

三

年
ド

イ
ツ

課
さ

れ
て

い

る
｡

望
e

d
2

ロ

ぎ
訂

∽
○

巴
○
】

○

巴
0

計
1

G
2

的
e

ロ

弓
p

ユ
､

き
e

詔
e
t

N
t

戸

訂
買
訂

旨
t

く
O

n

一

旦
叩

句
e

t

岩

訂
→

.

ま

た

ド

イ

ツ

薄

青

を

中

心
に

し
て

昨

秋

邦

書
も

出
さ

れ

て

る
｡

歓

山
･

河

原
･

仲

共
霹

｢

現

代
ド

イ
ツ

社

食

拳
+

イ

タ

リ

ヤ

に

は

C
･

A

已
0

2 .

”

D
已

-

○

∽
t

O

ユ
c

訂
日
∽

巴
-

p

∽

?

0

邑
O

g
i

ヱ
～

)

が

あ

り

そ

の
一

部
に

お

い

て

ウ
エ

ー

バ

ー

が

取

り
上

げ

ら
れ

て

る
｡

一

九

三

八

年

頃

よ

り
の

雑
誌

論

文

を

ま
と

め

た

も

の

で
一

九

五

〇

年

ド

イ

ツ

語

に

零

さ

れ

た
｡

く
○

日
}

巳
箆
○

ユ
払

2

宏

呂
り

S

O
N

邑
O

g
-

e
-

き
e

l

邑
N

-

召
n

声
G
0
2
t

N

∵

歴

史

主

義
が

｢

類
型

畢
的
+

祀

骨

畢
に

移
行

す
る

過

程

を
一

種

批
判

的
に

考

案
し

た

も
の

で

あ

る
｡

(

2
)

著
者
に

つ

い

て

は

せ
已

≡

邑

き
○

点
F
t

訂

冒
a

ロ
0

2

(
-

冨
)

が

邦

澤

(

岩

汲

現

代

叢
書
)

さ

れ

た
こ

と
に

よ
っ

て

廉
く
紹

介

さ

れ

た

通
り

で

あ

る
｡

な

お
二

九

四

四

年
に

孝
行
さ

れ

た

本
書
は

僅

少
の

改

訂
･

檜

補
を

経
て

夢
二

版

を

待

た

も
の

で

あ
る

｡

著
者
に

は

邦
葦

で

錮

介

さ

れ

た

主

要

著
作
の

外
に

衆

の

も

の

が

あ

る
｡

(

野
草
)

せ
e

l

E
賢
○

ユ

芳

訂
呂

已
e

ユ
巴
-

払

2

声
口
訂

句

旨
F

芳
F

ユ
f
t

e

ロ

三
日

内
p

ユ

呂
弓
如
･

N

監
2
･

(
-

諾
-

)
.

琵

琶
学
内
日

管
】

ヤ
日

日

払

d
e

→

打

㌣

官
t

巴
-

払

こ

琶

訂
S
什

呂
t

.

(
-

巴
-

)
.

E

き
ー

P

a
出
e

岩
賢
e

旨
亡

日

d

計
→

訂
ま
巴
○

邑
-

芦
頂

富
岳

聖

賢
e

:
苧

計
臼

∽
O
N

6
.

亡

買
孟

(
-

巴

串
→

訂
ウ

訂
弓

岩
d

d
-

e

C
-

a
∽

P

曾
｡

U

き
ユ
n

R
e

ま
①

弓
-

-

害
)

し

官
○

♂

空
言
打

訂
a
.-

0
1

E

害

毒
2

ぎ
ヨ

宣
E
O

払

(

苧

芦
-

害
)

せ
已

琵

邑
→
F
O

長
芋

き
e

ぎ
1

名
①

呂

ゴ
D

巨
-

ナ

呂
､

N

e

年
(
-

窒
N
)

ニ
ー

β

E
･

牢
じ

ぎ
･

甲
賀
ロ

∽

訂
d
t

O

ロ

｡

∽
O

C
i

e
t

呵

p

邑

勺
○
-

≡
○

巴

→

ど
亡

両

E

訂

句

岩
ロ
O

e

㌧

〕

→

訂

河
e

O

邑
e

邑
○

巳
○
叫

A
訂

玖
∽

d
e

→
｡
○

宅
e

5 .

】
-

e

(

-

窒
∞

)

勺

3
廿

F
e
t

O
f

t

訂

呂
p
払

払

A

驚
い

A

S
t

邑
叫

○
巾

A
-

①

巴
り

告

ぎ
｡

宅
e

基
-

e

(

-

冨
)

は

著

者
の

手
で

ド

イ

ツ

語

版

を

出

し

た
｡

A
-

e

巴
仏

d
e

ざ
○

宅
e

+

昌
-

①
､

.

冒
○

首
e

t

d
2

払

呂
p

霊
e

ロ

甲

巴

邑
t

e

声
(

-

況
e

(

3
)

メ

イ

ヤ

ー

著
五

十

嵐
讃
｢

フ

ラ

ン

ス

政

治
思

想
史
+

五

ペ

ー

ジ
｡

(

4
)

呂
P
H

W
e

b
e

記

官
亡
t

i

邑
】

首

巨
岩

首
叫

(
-

n

こ

0
ロ

g
ロ

押
e

ま
e

弓
｡

)

(

5
)

望
e

ま
ユ
筈

訂
f
t

亡
0

ど
n

q
ロ
t

e

岩
e

F

2
仁

ロ

g
e

n

d
e

り

G
e

日
e
.

ど

計
･

S

∽
･

き
N

-
き
か
)

英

語

課

題
名

呂
P

粥

W
e

訂
→

○

ロ

野
一

芸

呂
.

巧
巴
訂
芝
山

○

ロ

(

冒
.

-

N

h

l
-

2
)

二

紹
介

一

八
六

四

年
､

国
民
自
由
其
の

政
治
家
た

る

父
と

敬
慶
な
ユ

グ

ノ

ー

の

血

を

ひ

く

母

と
の

間
に

長
男
と

し
て

生

ま

れ

た
マ

ッ

ク

ス

･

ウ
エ

ー

バ

ー

ほ
､

政
治
的
室
束
を

吸
い

宗
教
的
要
素
を

内
に

秘
め
て

成

長
し

て

行
っ

た
｡

父
の

サ
ロ

ン

に

は

多
く
の

政
治
家

･

聾
者
た

ち
が

集
っ

て

常
に
汰

空
洞

し

7 β

一
ゝ

/

一

し
′

+

__



ー

ソ
■

▲

7
一

′

､

ヽ

■

丁

一〆

＼
･

. .

′

て

い

た
｡

そ
の

な
か

に

は

反
ビ

ス

マ

ル

ク

主
義
の

碩

学
た

ち
､

ペ

ニ

グ

ゼ

ン

､

リ
ア

カ

ー

ト

(

父
)

､

ジ

イ
ベ

ル

､

ゴ

ー

ル

ド
シ

ュ

､
､

､

ッ

ト
､

デ
ィ

ル

タ

イ

な

ど

が
い

て
､

知
的
な

少
年
に

こ

の

上

な
き

環

境
で

あ
っ

た
｡

｢

ワ

イ
マ

ー

ル

憲
法
の

準
備
期
+

で

あ

る

こ

の

時
代
的
場
噴
か

ら

若
き

ウ
エ

ー

バ

ー

の

尊
び

と
っ

た

も
の

は
､

川
下

イ

ツ

の

レ

ア

ー

ル

･

ポ

リ
テ

イ

ク

の

意
味
と

特
質
で

あ

り
､

彼
の

政
治
社
食
畢
の

ラ

イ

ト
･

モ

チ

ー

フ

た
る

極
力
国
家
の

理

想
で

あ
っ

た
｡

つ

い

で

拘
巨
大
な

政

治
力
の

賓

例
､

カ

リ

ス

マ

の

賓
例
を

ビ

ス

マ

ル

ク

に

み

て

と
り

た
の

で

あ
っ

た
｡

清
教
徒
的
な

生

活
信
條
は

チ

ャ

ン

ニ

ン

グ

の
■
説
教
集
を

讃
ん

だ

時
激
し

い

感

動
を

受
け

た
｡

し
か

し
､

肩
書
書
の

個
人
の

倫
理
が

そ

の

ま

ま

国
家

間
の

倫
理

と

な
っ

て

い

る

こ

と

は

断
じ

て

束
認
し

え

な
か

っ

た
｡

権
力
国

家
の

理
念
を

確
認
し

そ
の

こ

と
が

隣
人
へ

の

愛
と

さ

え

考

え

ら

れ

て

い

た
｡

こ

こ

に

国
民

的

樺
力
闘
家
と

清
教
主
義
の

二

律
背

反

的

統
一

が

あ

る
｡

.
大
学
生
と

し
て

の

ウ
ェ

ー
バ

ー

は

法
律
家
た

る

べ

き

訓
練
の

な

か

で
､

マ

イ

ト

ラ
ン

ド

(

呂
巴
t
-

a

n

e

か

ら

学
ん
で

濁
白
の

ス

タ

イ
ル

を

つ

く

り

あ

げ
､

そ
の

蜃
想
法
を

固
め

､

グ

ナ

イ
ス

ト
(

G
2
e

-

仏
t

)

の

感
化
で

英
国

流
の

蔑
合
主
義
を

理

想
と

考
え

る

よ

う
に

な
っ

て

行
っ

た
｡

ウ
エ

ー

バ

ー

が

そ

の

政
治
的
所
信
を

最
初
に

表
明

し

た
の

は
､

社
合
政

策
拳
骨
の

依
撹
で

一

八

九
二

年
｢

東
エ

ル

べ

地

方
の

農

業

労

働

者
の

状

態
+

を

調
査
し

た

際
の

報
告
に

お
い

て

で

あ
っ

た
｡

東
部
農
民
の

問
題
は

国
家
的
利
害
の

見
地

か

ら

盛
選

さ

れ

る
べ

き
で

あ

香

評

っ

て
､

ユ

ン

カ

ー

的
経
営
に

任
さ

れ

て

は

な

ら

な
い

､

よ

ろ

し
く

東
部
国

境
を

閉
鎖
す
べ

し

と

要
求
し

た
｡

ウ
ェ

ー

バ

ー

の

世
代
に

と
っ

て

は
､

社
食

問
題
に

国
家
が

闇
興
す
る
こ

と

は

何
の

欒
哲
も

な
い

こ

と

で

あ
っ

た
｡

こ

こ

に

父
な

ど
の

世
代
と

大
き

な

相
違
が

あ

る
｡

彼
が

自
ら

経
済

的
国
民

主
義
者
た
る

こ

と

を

宣
言
し

､

社
食
政
策
学
食

に

大
き

な

反
響
を

輿
え

た
フ

ラ

イ
ブ

ル

グ

大
草
で

の

就
任
演
説
｢

国
民

国

家
と

経
済
政

策
+

は
､

さ

き
の

農
業
事
情
調
査
に

も

と
づ

い

て

い

る
｡

東
部
に

お

け

る

ド

イ

ツ

農
民
の

減
少
は

､

彼
等
が

生

活
程
度
の

低
い

ポ

ー

ラ
ン

ド

農
民
に

と
っ

て

代
ら

れ

る

と
い

う
経
済
的
理

由

だ

け

で

は
.
な

く
､

む

し

ろ
ユ

ン

カ

1

の

中
世

的
歴

利
か

ら
の

解
放
を

要
求
す
る

ド

イ

ツ

農
民
の

素
朴
な
理

想
主
義
が

潜
ん
で

い

る

こ

と

を

指

摘

す

る
｡

｢

私
は

プ

ロ

シ

ャ

の

農
業
政
策
を

具
髄
的
に

論

ず
る

つ

も

り

は

な
い

｡

言
い

た

い

の

は

ド

イ

ツ

の

民

族
精
神
の

擁
護
で

あ

る
｡

+

そ

れ
こ

そ

｢

国
民

国

家
の

任

務
+

で

あ

る
｡

｢

経
済
学
は

国
際

的
で

あ
る

｡

だ

が

経
済
政
策
は

国
家
的
利

害
と

一

致

せ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

+

こ

う
主
張
す
る

ウ
ェ

ー

バ

ー

に
､

メ

イ
ヤ

ー

の

み

る
の

は

｢

経
済
の

局

面
へ

の

権
力
国
家
理

念
の

適
用
+

で

あ
る

｡

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

言
う
こ

と
が

正

し

け
れ

ば
､

経
済
的
園
際

協
力
と
い

う
こ

と

は

す
ぺ

て

無
意

味
な

も
の

と

な
る

､

と

批
評
し

て

る
｡

こ

の

就
任
演
説
は

､

英
国
の

範
例
に

な

ら
っ

て
､

経
済
的
に

上

昇
す
る

楷
扱
こ

そ

が

国
家
百

年
の

大
計
を

考
え

る

能
力
を

蒋
つ

■べ

き

任
務
が

あ

る

ア7

臣
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一
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一＼

か
か

る

｢

昼
史
弥
牲
性
の

過
小

許
鳳
+

こ

そ
､

ウ
エ

ー

バ

ー

の

政
治
理

論
が

近
代
的
大
衆
国
家
に

お

け

る

指
導
力
の

問
題
で

い

く
た
の

正

嘗
な

指

摘
を

持
ち

な

が

ら
､

心

な

ら

ず
も
フ

ァ

ァ

シ

ズ

ム

へ

の

道
を

拓
く

も
の

で

あ
っ

た
｡

す
な

わ

ち
､

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

賓
践
的
プ
ロ

グ

ラ
ム

に

よ

れ

ば
､

名
望

琴

田

紳
な

ど
の

啓
勢
力
で

構
成
さ

れ

る

政
薫
は

､

合
理

的
に

運
営
さ

れ

る

大

衆
的
基
礎
を

持
つ

新
し
い

政
薫
に

と
っ

七

代
ら

れ

ね

ば

な

ら
ぬ

の

で

あ
っ

た
｡

そ

し
て

､

政
治
の

場
に

お

け
る

官
僚
の

横
行
を

排
除
す
る

た

め
に

､

大
衆
政
薫
を

背
景
に

す
る

イ

ギ

リ
ス

流
の

議
合
判
慶
と

強
大
な

政

治
指
導

力
あ

る

大
統
領
制
に

期
待
が

寄
せ

ら
れ

た
｡

だ

が
こ

の

期

待
は

政
治
的
訓
練
の

妖
如
し

た

と
こ

ろ
で

は
､

大
統
領
選

出
が

改
案
間
の

権
力

争
奪
の

渦
の

な
か

に

ひ

き

ず
り

こ

ま

れ
･

利

用
さ

れ

て
､

危
険
な
ロ

マ

ン

チ

シ

ズ

ム

に

終
っ

て

し

ま

う
｡

ク
エ

-
バ

ー

の

政
治
指
導
に

封
す
る

理

想
は
ワ

イ
マ

ー

ル

憲
法
に

反
映

さ

せ

ら
れ

た

が
､

法
的
訓
練
が

大
衆
に

湊
透
し

て

い

な
い

ド

イ

ツ

で

は
､

大
統
領
に

権
力
が

集
中
す
る

結
果
憲
法
の

番
人
た

る

大
統
領
が

憲

法
の

精

神
を

破
壊
す
る

事
態
さ

え

生

む

始
末
だ
っ

た
｡

ド

イ
ツ

の

棟
に

法
で

は

な

く

慈

意
-

P

W
く
e

記
岳

ま
ー

ー

が

優
勢
な

と
こ

ろ

で

は

ウ
エ

ー

バ

ー

の

如
き

指
導
者
へ

の

期
待
は

意
圃
と

は

程
遠
い

辟
綜
を

生

む

も
の

で

あ
る

｡

そ

れ

と
い

う
の

も

ウ
ェ

ー
バ

ー
､

の

政
治
祀
禽
撃
の

抽
象
的

一

面

性
･

｢

歴
史
的

特
性
の

過
小

評
贋
+

の

も

た

ら

す
も
の

で

あ

る
｡

ナ

チ

ズ

ム

へ

の

反
論
と

し
て

有
効
で

あ
っ

た
の

は
ア

ク

ト
ン

以

爽
ラ
ス

キ
ー

に

い

た

る

多
元

的
国
家
論
で

あ
っ

た
｡

育

幹

は

か

ら

す

皇
ノ

チ

オ
ム

ヘ

の

造
を

用
意
す
る
r

㌻
に

な
ヶ

た

ウ
エ

ー
ル

+

の

政
治
哲
学

(

=
カ

リ

ス

マ

原
理
)

は

経
済
哲
学
に

も

持
ち
こ

ま

れ

て

い

る
｡

計
量
経
済
論
な
ど

と

い

う
も

の

は

デ
ィ

レ

フ

タ
ン

ト

好
み

の

無

責

任

的
e

也

旨

㌢
ロ
的

甘
の

な

も
の

で

あ

る
､

と

言
う
時

､

そ

れ
は

経
済
上
の

自
由

放
任
を

主

張
す
る
の

で

は

な

く
､

政
治

･

経
済
な

ど

文

化
の

諸
領
域
に

お

け
る

自
由
な
る

人

間
精
神
と

能

力
と
の

活
動
の

飴
地

を

残
す
こ

と

に

よ
っ

て

の

み
､

合
理

化
の

進
行
に

よ

る

人

間
精
神
の

硬
化
に

活
力
を

輿
え

う
る

と

信
じ

て

い

る

か

ら

で

あ
る

｡

さ

ら
に

カ

リ
ス

マ

原
理
の

経
済
へ

の

適
用
も

ウ
ェ

ー
バ

ー

の

期

待
を

裏

切

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

大
戦
敗
北
の

あ

と

膏
勢
力
に

代
っ

て

共
和
制
ド

イ

ツ

の

政
治
的
槍
い

手

た

る

べ

き

ブ
ル

ジ
ョ

ワ

ジ

ー

は
､

ヴ
ェ

ル

サ

イ
ユ

購
和
倹
約
の

苛
酷
さ

の

故
に

｢

デ
モ

ク

ラ
シ

ィ

よ

り

は

利
潤
を

求
め
て
+

国
際
的
軍
縮
の

動
向
に

も

か
か

わ

ら

ず
軍
部
と

手
を

握
り

､

戦
時
経
済

･

軍
国
主
義
の

徳
利
へ

と

踏
み

き
っ

て

行
っ

た
｡

一

方
中
産
階
級
は

､

ビ

ス

マ

ル

ク

の

帝
国
建
設
の

過
程
で

す
で

に

犠
牲
に

さ

れ

て

し

ま
っ

て

た

ば

か

り

か
､

戦
後
の

イ
ン

フ

レ

で

息
の

根
を

止
め

ら

れ

て

い

た
の

で

あ
っ

た
｡

し

た

が
っ

て

ま
た

､

経
済
に

お

け

る
カ

リ
ス

マ

は

階
級
的

･

社
食
的
基

盤
を

失
っ

て

い

た
の

で

あ

り
､

経
済
的
カ

リ
ス

マ

の

培
い

手
と

し
て

政
治

的
に

成
熟
し

て

行
く
べ

き

嘗
事
着
た

ち
が

な
い

と
い

う
事
情
か

ら
ド

イ
ツ

鮒

鮎

謂
醐
州

醐
郎
州
削

鮎

鮎
い

㌍
い

‥

㍑
細

細

田



一

橋

論

叢

希
三

十

八

番

啓
一

水

鉛

の

歴

史
的
悲
劇
を

示

す
も
切

で

あ
る

｡

こ

う
し

た

ド

イ
ツ

･

ブ

ル

ジ

ョ

ワ

ジ

ー
ヘ

の

期

待
が

(

社
食
畢
的
に
)

｢

原
理

化
+

さ
れ

て

い

る

妖
隋
を

現
わ

す
の

は
､

ロ

シ

ヤ

革
命
(

一

九

〇

五

年
)

に

封
す
る

批
評
で

あ

る
｡

ウ
ェ

ー
バ

1

は
､

ロ

シ

ヤ

革
命
の

経
過
を

た

ど
っ

て

革
命
ロ

シ

ヤ

が

ど

れ

ほ

ど

西
欧
化
す
る

か

と

い

う
こ

と

を

問
題
に

し
て

い

る
｡

こ

の

時
､

革

命
の

成
功
を

危
ん
で

次
の

様
に

言
う

｡

｢

下
か

ら
の

革
命
は
ブ

ル

ジ

ョ

ワ

ジ

ー

の

援
助
と

寛
容
と
が

な

く
て

は

不

可
能
で

あ

る
｡

そ
れ

と

全
く

同
様

に

上

か

ら

下
へ

の

造
を

拓
く
こ

と

も
ブ

ル

ジ
ョ

ワ

ジ

ー

の

支
持
な

く

し

て

は

果
し

待
な
い

の

だ
+

と
｡

し

か

し
こ

れ

は
ド

イ
ツ

的
背
景
の

下
に

把
え

ら

れ

た

認
識
を

原
理

化
し

て

そ
の

ま

ま
ロ

シ

ヤ

に

通
用
し

革
命
の

将
来
を

見
誤
っ

た

も
の

に

外
な
ら

な
い
｡

第
一

次
世
界
大
戦
も

ウ
ェ

ー
バ

ー

に

と
っ

て

は

戦
わ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

理
由
が

あ
っ

た
｡

ロ

シ

ヤ

の

鞭
か

ら

西
欧
を

救
う
こ

と
こ

そ

ド

イ

ツ
の

発
光
で

あ
る

と

考
え

ら

れ

て

い

た
｡

ド

イ

ツ

の

政
治
史
に

室
白
を
の

こ

し

た
ビ

ス

マ

ル

ク

で

さ

え

も

ツ
ァ

ー

の

鞭
か

ら
ド

イ

ツ

を

守
っ

た

茹
で

は

偉

大
な
の

で

あ
っ

た
｡

こ

う
い

う
ウ
ェ

ー

バ

ー

の

偏

見
･

ロ

シ

ヤ

恐

怖
症
は

東
部
の

農
業
事
情
調
査
の

頃
に

ま
で

さ

か

の

ぼ

る

ア

プ

リ

オ

リ

な

政
治
観

で

あ
っ

た
｡

社
食
学
的
国
家

観
念
か

ら

す
れ

ば

承

認
し

な

け

れ
ば

な

ら
ぬ

/

筈
の

ポ

ル

シ

ェ

ダ
イ

キ

政
府
を

拒
否
さ

せ

る

の

も
､

こ

の

偏
見
の

放
で

あ

る
｡

こ

こ

に

ブ
ル

ジ
ョ

ワ
･

ウ
エ

ー

バ

ー

の

｢

階
級
的
偏
向
+

が

あ
る

｡

ま

た
ド

イ
ツ

人
の

フ

ラ
ン

ス

恰
意
を

戒
め

た

ウ
エ

ー
バ

ー

に

は
､

常
時
の

ド

イ

ツ
の

風
潮
と
も

合
わ

な
い

親
英
偶
鈎
西
敬
重

義
的
立

場
の

国
民

主
義

が

あ
る

｡

.
絶
じ

て

｢

政
治
論
文
集
+

を

中
心
に

考
察
を

進
め
る

本
書
の

著
者
は

､

ウ
ェ

ー
■バ

ー

の

国
家

観
の

否
定

･

官
僚
主
義
の

克
服
L

し
て

の

カ

リ

ス

マ

の

原
理

を

プ
ル

ラ

リ
ズ

ム

ヘ

の

傾
斜
か

ら

批
評
す
る
か

ら
､

雷
然
ウ

エ

ー

バ

ー

の

普
遍
的
視
角
に

お

い

て

｢

強
調
さ

れ

す
ぎ

て

い

る

合
理

化
の

問
題

性
+

(

官
僚
制
の

問
題
性
と
そ

の

嶺
展
傾
向
)

に

批

判
的
で

あ
る

｡

官
僚
制
の

進
行
は

西
洋
文
化
世
界
に

と
っ

て

不

可
避
で

あ
り

イ

ギ

リ
ス

の

法
律
制
度
も

官
僚
化
さ

れ

る

だ

ろ

う
と

言
う
ウ

エ

ー

バ

ー

の

観
察
は

､

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

現
資
が
こ

れ

を

覆
え

し
て

い

る
｡

ウ
エ

ー
バ

ー

の

思
恕
髄
系
に

は
､

政

治
的

･

文
化
的
俸
統
の

過
小

評
償

と

西
欧
合
理

主
義
の

覆
展
傾
向
に

封
す
る

社
食
学
的
過
大
評
煩
が

あ

る
､

と
メ

イ
ヤ

ー

は

言
う

｡

ウ
エ

ー

バ

ー

の

普
遍
的
視

角
は

資
本
主
義
の

分
析
に

お
い

て

多
く
マ

ル

ク

ス

に

依
存
し

な
が

ら

も
､

雨
着
を
へ

だ
て

る

年
月
は

ウ
エ

ー
バ

ー

を

し

て

歴
史
に

潜
む

人

間
精
神
の

潜
在
力
を

認
識
せ

し

め
､

そ

の

こ

と

は

｢

プ

ロ

テ

ス

タ
ン

テ
ィ

ズ

ム

の

倫
理

と

資
本
主
義
の

精
神
+

に

お
い

て

示

さ

れ

て

い

る
｡

に

も

か

か

満

ら

ず
今
日

な

お

西
欧
諸
国
の

文
化
的
停
統
の

な
か

に

宗
教
的
倫
理
が

政

治
と

結
び

つ

い

て

生
き

て

い

る

こ

と

を

見
落
し
て

し

ま
っ

た
｡

政
治
論
に

こ

の

こ

と
が

う
か

が

い

う
る

｡

ウ
エ

ー

バ

ー

の
､

経
済
的
国
民

主
義
か

ら

普
遍
的
社
食
寧
の

髄
系
化
へ

の

蜃
展
も

､

そ

れ

が

眞
に

｢

普
遍
的
+

社
食
撃
た

る

賓
を

あ

ら

わ

し

得
な

か
っ

た

西
欧
中
心

的
な

性
格
は

､

西
欧
合
理

主
義
の

衝
突
の

な
か

に

東
洋

L

一
ノ

転

′

r
卜



l･$
＼
1

1

､

｢
.

1
′

し

､

】

t

･一

J

】
+

の

精
神
文
化
が

そ
の

俸
統
の

上
に

新
し

き

世
界
創
造
の

潜
在
力
を

示

し
っ

つ

あ

る

こ

と

を

洞
察
し

え

な
か

っ

た

と
い

う
と
こ

ろ
に

み

ら

れ
る

｡

社
食

挙
が

眞
に

普
遍
的
で

あ
る

な

ら
ば

､

そ

れ

は
こ

う
し

た

潜
在
的
な

傾
向
を

も

十

分
意
識
し
て

い

る

も

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

､

と

著
者
は

説
く

｡

著
者
は

､

ド

イ
ツ

問
題
へ

の

餞
言
の

な

か

で

は
､

ド

イ

ツ

が

経
済
を

再

編
成
し
て

平
和
経
済
に

移
行
す
る

こ

と

は

園
際
的
経
済
協
力
な

く
し

て

は

不

可
能
で

あ
る

こ

と

を

注
意
し
て

い

る
｡

ま

た
､

ウ
ェ

ー

バ

ー

に

よ
っ

て

国
民

政

黒
で

は

な
い

と

激
し

く

攻
撃
さ

れ

た

キ

リ

ス

ト

教
政
薫
(

特
に

カ

ト

リ

ブ

タ
)

に

言
及
し
て

い

る
｡

キ

リ
ス

ト

教

的

全

燈

主

義

C
F

ユ
∽

t
i

P

n

C
O

ご
e

O
t

才
-

∽

m

の

機

構

(

=
内
む

匂
-

P

ロ

○

打
p

已
e
)

は

ナ
チ

で

さ

え

破
壊
出

爽
な
い

組
織
力
を

持
っ

て

い

た
の

で

あ
っ

た
｡

階
級
的
基
盤
に

お
い

て

は

雑
多
な

矛
盾
さ

え

ふ

く

む

も
の

で

あ
る

け
れ

ど

も
､

こ

の

組
織
は

戦
争
へ

の

深
刻
な

反
省
た

裏
づ

け

ら

れ
て

い

る
｡

凍
だ

権
力

国
家
の

理

念
を

抱
き
つ

づ

け
る

多
く

の

人
び

と

が

あ

る

な
か

で
､

再
び

ナ

チ

化
す
る

傾
向
に

封
虞
す
る

た

め

に

は
､

こ

の

組
織
は

､

祀
倉
主

義
化
し
て

ゆ

く

労

働
者
の

運
動
に

百
目
で

は

お

ら

れ

湧
い

し
､

こ

う
し
た

ド

イ

ツ

の

エ

ネ
ル

ギ
ー

を

し
て

日

常
卑
近
な

仕
事
に

素
朴
な

英
雄
主
義
を

覚
え

る

よ

う
な

方
向
を

興
え
る

こ

と

が

出
来
れ

ば
､

こ

の

組
綴
こ

そ

最
も

好
ま

し
い

も
の

で

あ

る
｡

そ

し
て

､

国
際
政
治
に

大
き

な

影

響
力
を

持
つ

諸
国
も

ド

イ

ツ
の

潜
在

力
を

自
国
の

利
益
の

た

め

に

供
す
る

こ

と
が

あ
っ

て

は

な

ら

な
い

､

と

結

ぷ
｡

三

あ

と
が

き

本
書
の

持
つ

全
て

の

問
題
に

煽
れ

る

た

め

に

は

私
が

通
常
で

あ

る

箸
は

な
い

｡

こ

の

こ

と

を

承
知
で

な

お

若
干
の

感
想
を

記
し

た
い

｡

ま

ず
こ

の

モ

ノ

グ

ラ

フ

ィ

か

ら
は

著
者
の

構
層
す
る

政
治
政
令
畢
な
る

も

の

を

考
え

る

の

は

無
理
で

あ
る

｡

政
某
史
的
展
望
の

色

彩
が

可
成
り

織

り

込
ま

れ
て

い

る
が

､

イ
軒

リ

ス

政
義
の

比

較
社
食
学
的
検
討
に

従
事
し

た

あ

と
の

執
筆
と
い

う
本
書
の

成
立

事
情
と

も

関
係
が

あ

る

か

と

も

思
わ

れ

る
｡

だ

が
､

こ

の

こ

と

は
ウ

ェ

ー

バ

ー

の

政
治
論
の

理

解
を

助
け
る

｡

さ

ら

に

ロ

シ

ヤ

革
命
に

関
す
る

大
き

な
二

論
文
は

論
文
集
に

収
め

ら
れ

(

1
)

て

な
い

が
､

そ

れ
が

紹
介
さ

れ

て

い

る

こ

と

も

有
意

義
で

あ

る
｡

け

れ

ど

も
､

ウ
ェ

ー

バ

1

の

政
治
理

論
が

ナ

チ
ヘ

の

造
を

拓
く

も
の

で

､

あ
っ

た

と
い

う
指
摘
は

､

そ

の

蓋
然
性
は

大
い

に

認
め

う
る

が

現
賓
性
の

､

鮎
で

は
､

歴
史
的
分
析
が

具
髄
的
で

な
い

の

で

い

く
つ

か
の

疑
問
を
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